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（単位：百万円）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

売上高 20,405 16,928 △3,477 △17.0

売上総利益 8,250 7,871 △379 △4.6

販管費 6,331 4,274 △2,056 △32.5

営業利益 1,919 3,596 1,677 87.4

経常利益 1,945 3,594 1,649 84.8

親会社株主に帰属する
当期純利益

27 2,318 2,290 ---
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1. 2018年（平成30年）3月期の状況

（1）連結損益計算書

①主な損益一覧
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②売上高の明細 （単位：百万円）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

売上高 計 20,405 16,928 △3,477 △17.0

機器売上高 8,167 5,732 △2,435 △29.8

カード収入高 3,609 3,170 △439 △12.2

システム使用料収入 8,148 7,584 △564 △6.9

その他の収入 479 440 △38 △8.1

＜販売台数の推移＞

＜加盟店数の推移＞

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

販売台数（台）
110,533
（7,100）

70,696
（△39,837）

43,593
（△27,103）

( )内の数値は、前年同期比となっております。

( )内の数値は、前年同期比となっております。

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

店舗数（店）
4,184

（△259）
3,957

（△227）
3,674

（△283）
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③売上総利益の明細 （単位：百万円）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

売上総利益 計 8,250 7,871 △379 △4.6

機器売上高 673 703 30 4.5

カード収入高 2,261 2,029 △232 △10.3

システム使用料収入 5,169 5,022 △147 △2.8

その他の収入 145 116 △29 △20.1
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④販管費の明細 （単位：百万円）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

販管費 計 6,331 4,274 △2,056 △32.5

人件費 2,139 1,611 △528 △24.7

研究開発費 906 393 △513 △56.6

減価償却費(のれん含) 877 537 △339 △38.7

その他 2,406 1,731 △675 △28.0

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

研究開発費 計 906 393 △513 △56.6

直接費 322 99 △222 △69.0

間接費 584 293 △291 △49.8

＜研究開発費＞ （単位：百万円）

※構造改革の影響額：1,008百万円（人件費528百万、研究開発間接費284百万、地代家賃195百万）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

その他 計 2,406 1,731 △675 △28.0

地代家賃 650 455 △195 △30.0

支払手数料 711 426 △285 △40.1

その他 1,044 850 △194 △18.6

＜その他＞ （単位：百万円）
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（2）連結貸借対照表
（単位：百万円）

2017年3月期末 2018年3月期 前期末比（％）

資産の部 合計 50,648 49,511 △1,136 △2.2

（流動資産） (40,015) (40,038) (22) (0.1)

（固定資産） (10,633) (9,473) (△1,159) (△10.9)

負債の部 合計 12,795 9,983 △2,811 △22.0

（流動負債） (7,932) (6,188) (△1,744) (△22.0)

（固定負債） (4,862) (3,795) (△1,067) (△21.9)

純資産の部 合計 37,853 39,528 1,674 4.4

（株主資本） (37,830) (39,506) (1,676) (4.4)

（その他包括利益累計額） (23) (21) (△2) (△8.6)
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（3）連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

2017年3月期 2018年3月期 前年同期比（％）

期首 現金及び現金同等物の残高 14,530 17,476 2,946 20.3

期中

営業活動によるＣＦ 2,264 3,466 1,202 53.1

投資活動によるＣＦ 1,381 △6,008 △7,390 ---

財務活動によるＣＦ △699 △828 △129 18.5

増減額（△は減少） 2,946 △3,371 △6,317 ---

期末 現金及び現金同等物の残高 17,476 14,105 △3,371 △19.3
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2014年3月期 2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

ROE 2.2％ 0.7％ △5.3％ 0.1％ 6.0％

ROA 2.8％ 1.4％ △2.4％ 3.7％ 7.2％

一人当たりの
営業利益 5.2百万 2.3百万 △4.2百万 6.4百万 17.4百万

株主様からの投資に対する責務となる「ＲＯＥ」とスリム経営の結果が反映される
「ＲＯＡ」及び「一人当たりの営業利益」は以下のとおり推移しております。

（4）目標とした経営指標の結果

(参考)

2017年3月末 2017年6月末 2017年9月末 2017年12月末 2018年3月末

株価最高(円) 1,326 1,367 1,335 1,437 1,759

株価最低(円) 1,240 1,256 1,320 1,399 1,540
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出展：市場規模及び遊技参加人口…レジャー白書 出展：全国遊技場数…警察庁

2. パチンコ・パチスロ市場環境と2019年（平成31年）3月期の取組み

（1）パチンコ・パチスロ市場環境の推移
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（2）ＰＳＡ加盟各社における加盟店舗数の推移

データ：ＰＳＡ(一般社団法人プリペイドシステム協会)

（ ）内の数値は、ＰＳＡ(一般社団法人プリペイドシステム協会)に占める弊社の占有率となっております。

（単位：店）

2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期

合 計 9,044 8,830 8,491

弊社グループ 4,184
（46.3％）

3,957
（44.8％）

3,674
（43.3％）

グローリーナスカ㈱ 2,098 2,076 2,044

㈱マースエンジニアリング 2,051 2,011 1,948

ダイコク電機㈱ 527 616 679

㈱ユニバーサルエンターテインメント 163 141 115

㈱オーイズミ 21 29 31
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2017年度 2018年度

第4四半期 第1四半期 第2四半期 第3四半期 第4四半期

イ
ベ
ン
ト
動
向

▲2/1

改正規則の施行

②パチンコ新基準機・パチスロ6号機の市場投入

⇒パチンコ、パチスロ設置比率の変化

①各台計数機の比率アップ等
設備のリプレイス

▲パチスロ高射幸機
設置比率15％

〈パチンコ〉旧基準機（認定機)・新基準機
〈パチスロ〉5.5号機、5.9号機、6号機 の混在期
※検定/認定切れにより順次撤去

（3）主な業界関連動向

③2019年10月消費税増税対応
⇒周辺機器の入替
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規則改正による環境の変化を更なる健全なレジャーとして業界イメージの改善・定着の好機
と捉え、いま遊技業界に求められる喫緊の課題やホールニーズを的確につかんだ研究開発投
資を実施し、パチンコホール・パチンコファンに一層信頼されるブランドとして進化・発展させた
いと考えております。
2018年度に想定されるパチンコホール様の投資機会を確実にビジネスに繋げる施策を実行

すると共に、将来のビジネスチャンスを確保するための対策も同時に実施してまいります。

具体的には次の2点になります。

（4）具体的な経営施策

★ 未来志向のアグレッシブな営業活動

A.販売代理店様との関係強化策の実行

B. シェア維持のための積極的なリプレイス

C.強固な財務基盤を活用した積極的な販売

★ トップシェアを活かした企画・開発

A. のめり込み防止など業界の課題へ対応した商品等の
企画・開発

B. 継続的・安定的な商品供給のための企画・開発

C. サービスの多様化に対応した商品等の企画
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（単位：百万円）

2018年3月期
2019年3月期

(見込み)
増減（％）

売上高 16,928 14,200 △2,728 △16.1

売上総利益 7,871 6,600 △1,271 △16.1

販管費 4,274 5,400 1,125 26.3

営業利益 3,596 1,200 △2,396 △66.6

経常利益 3,594 1,200 △2,394 △66.6

親会社株主に帰属する
当期純利益

2,318 800 △1,518 △65.5

（5）連結損益見込み

①主な損益一覧



16/18

＜販売台数の推移＞＜加盟店数の推移＞

( )内の数値は、前年同期比となっております。

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

店舗数（店）
3,957
（△227）

3,674
（△283）

3,381
（△293）

2017年3月期 2018年3月期 2019年3月期

販売台数（台）
70,696

（△39,837）
43,593

（△27,103）
43,600
（ 7）

○売上高が2,728百万円減少する主な要因
・ユニット販売単価の減少等による機器売上高の減少・・・ 1,605百万
・加盟店舗数の減少によるシステム使用料収入の減少・・・ 678百万
・カード消費高の減少によるカード収入高の減少・・・・・ 439百万

○売上総利益が1,271百万減少する主な要因
・システム使用料収入の減少による・・・・・・・・・・・ 513百万
・機器売上高における販売単価の減少等による・・・・・・ 470百万
・カード収入高において情報管理料の減少等による・・・・ 300百万

○販管費が1,125百万円増加する主な要因
・管理遊技機関連研究開発費の増加・・・・・・・・・・・ 975百万

②数値情報

③損益の差異分析
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（6）株主配当金について

株主様への利益還元を最も重要な経営課題のひとつと位置づけております。

財務面での健全性を維持しつつ安定した配当をしていくことを基本方針とし、また今後の事業展
開への備えと十分な研究開発費用を確保しつつ、今期は次の金額を配当させていただく予定とし
ております。

第2四半期 期 末 合 計

2018年3月期 15円00銭 20円00銭 35円00銭

2019年3月期
（予定）

17円50銭 17円50銭 35円00銭

2015年3月期 2016年3月期 2017年3月期 2018年3月期
2019年3月期
(予定)

当期純利益（百万円） 293 △2,117 27 2,318 800

1株当たり配当（円） 60 60 30 35 35

配当性向（％） 292.1 --- --- 21.5 62.4

(配当性向)



本資料は弊社をご理解いただくために作成されたもので、弊社への投資勧誘を
目的としておりません。

本資料を作成するにあたっては正確性を期すために慎重に行っておりますが、
完全性を保証するものではありません。本資料中の情報によって生じた障害や損
害につきましては、弊社は一切責任を負いません。

本資料中の業績予想並びに将来予測は、本資料作成時点で入手可能な情報
に基づき弊社が判断したものであり、潜在的なリスクや不確実性が含まれており
ます。そのため、事業環境の変化等の様々な要因により、実際の業績は言及又
は記述されている将来見通しとは大きく異なる結果となることがあることをご承知
おきください。

本資料お取り扱い上の注意
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